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四国の4国立大学とJR四国
の

連携事業
～旅行企画の造成～



四国地方の鉄道の現状と課題
人口減少と高齢化が著しく進む四国
鉄道利用者減に伴う運輸収入の減少

⇓

鉄道事業者の自助努力のみでは、
鉄道ネットワーク維持が困難

⇓

地域住民の移動の足を確保する社会インフラ
四国が自立的・持続的に発展するための戦略的インフラ

※JR四国様より引用
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JR四国 区間別平均通過人員

出典 区間別平均通過人員 JR四国様より



ローカル地域とJR四国と私たち大学生
の

課題解決策
ローカル地域で自走可能な「観光による活性化」を創造する

産学連携による
①若者の新しい視点や学術研究
②地域のニーズに応える人材育成

③鉄道による地域振興・観光振興に関わる
⇓

地域主導型観光への転換を目指す
地域資源を観光資源へ



連携事業の概要
旅行企画の造成

一過性のイベントではなく、ローカル地域で自走可能な企画
また、地域の繋がりを創る

新たな地域観光資源の発見・創出
既存の地域資源の再発見・ブラッシュアップ

旅行企画の販売
私たち大学生の企画をもとにJR四国様と協働により、

商品化、販売、実施



宇和島
•愛媛 南予 人口75,827人(平成31年1月)
•消滅可能性都市
•愛媛・松山と高知・四万十を電車で繋ぐ通過地点
•現地でのインタビューでは、県外者で「宇和島」を知
る人はほとんどいなかった

•宇和島地域の電車の利用者数は極端に少ない

⇓



観光客総数
観光客総数からもわかるよう

に、宇和島圏域は愛媛県内でも
あまり人気がない。
地域には輝けそうな資源はあ

るが、観光資源になっておらず、
地元以外からの認知度が低い。
地域で頑張る方々と観光客と

を繋げていく必要がある。
⇓

宇和島でチャレンジしたい！！
出典
平成28年『観光客数とその消費額』 愛媛県



































商品化について
感じた課題として、
初めは「宇和島の良いモノ」を並べただけの企画であった。
だが、JR四国様、地域の方々と考えを深めていく中で、
「何を見てもらいたいのか」という視点で
企画しなければならないということを感じた。
そこで私たちは、宇和島の伝統を受け継ぎながら、
新しいことを創造している宇和島の“食”に
ポイントを絞ることができた。



出典 ニュースリリース/JR四国



考察
• 何度もフィールドワークを行う中で、宇和島市の新たな魅力と
課題を発見し、課題解決への提案をすることができた。

• 宇和島市で今後も自走可能なプランの作成により、魅力アピー
ルの足掛かりになれた。

• 宇和海熟成酒などの新たな観光資源の創出により、このツアー
でしかできない特別感を生み出すことができた。

• 私たちのプランを通してJR四国様と宇和島市の方々との繋がり
はもちろん、市内の地域の方々の繋がりも広げることができた。



今後の課題

• 実際にプランを市場へ投入し、3月29日に施行。私たち自身も
サポートとして携わる。
売上など経過を見て、結果に応じた分析を行う。

• プランに参加していただいた方へアンケートを行い、今後のプ
ランの改善に繋げる。



ご清聴ありがとうございました。
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